
JP 2008-167772 A 2008.7.24

10

(57)【要約】
【課題】簡単な構成且つ低コストで、医療機器を収容し
て滅菌状態を確保している収容カバーを、洗滌等の滅菌
処理を行わない医療機器を被せるための収容カバーと、
使用後の医療機器を廃棄する際に使用する廃棄袋とに流
用する。
【解決手段】本発明の係る収容カバー付き内視鏡２は、
医療機器本体である機器収納部２Ａと、機器収納部２Ａ
の少なくとも一部を被覆するとともに、表裏面２０Ａ、
２０Ｂを有する被覆体であって、機器収納部２Ａの少な
くとも一部を閉塞状態にするように設けられた閉塞部２
０ｂを有する収容カバー２０とを具備し、前記収容カバ
ー２０は、前記閉塞部２０ｂを介して折り返し可能に構
成されている。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療機器本体と、
　前記医療機器本体の少なくとも一部を被覆するとともに、表裏面を有する被覆体であっ
て、前記医療機器本体の少なくとも一部を閉塞状態にするように設けられた閉塞部を有す
る収容カバーと、
　を具備し、
　前記収容カバーは、前記閉塞部を介して折り返し可能に構成したことを特徴とする収容
カバー付き医療機器。
【請求項２】
　前記医療機器本体は、患者に接触可能な患者領域と、この患者領域以外に配置され術者
が接触可能な術者領域とを有し、
　前記収容カバーの前記閉塞部は、前記医療機器本体の前記患者領域と前記術者領域との
境界部分に配置したことを特徴とする請求項１に記載の収容カバー付き医療機器。
【請求項３】
　前記収容カバーは、袋状に形成された表裏面を有する被覆体であって、前記被覆体の前
記閉塞部とは逆側の先端部分に、開閉可能に設けられた開口部を形成する第２の閉塞部を
有していることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の収容カバー付き医療機器。
【請求項４】
　前記収容カバーの前記閉塞部は、少なくとも、前記医療機器本体が他の医療機器本体と
接続するための接続部に配置したことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１に
記載の収容カバー付き医療機器。
【請求項５】
　前記収容カバーの前記閉塞部は、少なくとも前記接続部を境にして前記医療機器本体の
少なくとも一部を閉塞状態にするように設けられていることを特徴とする請求項４に記載
の収容カバー付き医療機器。
【請求項６】
　前記医療機器本体は、前記術者領域であり、前記医療機器本体が他の医療機器本体と接
続するための接続部を有する把持部を有し、
　前記収容カバーの前記閉塞部は、少なくとも前記接続部を境にして前記医療機器本体の
少なくとも一部を閉塞状態にするように前記把持部の外周上に設けられていることを特徴
とする請求項２に記載の収容カバー付き医療機器。
【請求項７】
　前記医療機器本体は、ディスポーザブルタイプの内視鏡であることを特徴とする請求項
１から請求項６のいずれか１つに記載の収容カバー付き医療機器。
【請求項８】
　医療機器本体と、
　前記医療機器本体の少なくとも一部を被覆するとともに、表裏面を有する被覆体であっ
て、前記医療機器本体の少なくとも一部を閉塞状態にするように設けられた閉塞部を有す
る収容カバーと、を具備し、
　前記収容カバーが前記閉塞部を介して折り返し可能に構成された収容カバー付き医療機
器と、
　前記収容カバー付き医療機器の前記医療機器本体に着脱可能に設けられた第２の医療機
器本体を有する医療機器と、
　を具備したことを特徴とする医療システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収容カバー付き医療機器及びそれを用いた医療システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一般に、手術室等に設けられた医療システムには、検査・処置毎に繰り返し使用されて
洗滌等の滅菌処理を行わない医療機器がある。
【０００３】
　このような医療機器は、非清潔領域であり術者が接触可能な術者領域に配されており、
この医療機器に、内視鏡などの他の医療機器を接続して検査・処置を行う場合には、検査
・処置時に伴う汚れの付着を防止するために収容カバー（ドレープともいう）を被せて検
査・処置を行う場合がある。
【０００４】
　これに対して、内視鏡などの医療機器は、患者の体腔内等に直接触れるものであるため
、使用以前には滅菌処理が施され、滅菌状態が維持されるようになっている。また、内視
鏡などの医療機器は、このような滅菌状態が維持されながら、使用以前には、清潔領域で
あり患者が接触可能な患者領域に配置されることになる。
【０００５】
　近年、このような内視鏡などの医療機器は、検査・処置時における感染を防止するため
に、ディスポーザブルタイプのものが数多く提案されている。このようなディスポーザブ
ル医療機器は、一般的に、使用直前まで滅菌状態を確保する必要があり、このため、滅菌
パック内に収容されて封止されている。
【０００６】
　そして、このようなディスポーザブル医療機器は、検査・処置終了後には、廃棄の為の
運搬中に体液等が滴って手術室を汚すことなく廃棄することが必要である。
【０００７】
　前記収容カバーを備えた医療システムに関する従来技術としては、例えば、特表２００
２－５００５２４号公報に記載の手術システムがある。　
　この提案では、外科手術システムのマニピュレータアッセンブリの少なくともマニピュ
レーターアームを覆う収容カバーである無菌ドレープと、マニピュレータアームとディス
ポーザブルも可能な外科手術機器とを連結させて、少なくとも２次の運動を伝達するため
のアダプタとを有し、このアダプタが前記無菌ドレープを通って伸びるように構成するこ
とで、外科手術部位からのマニピュレータアッセンブリを効果的に遮断するとともに、非
滅菌での外科手術を最適に行える遠隔ロボット支援外科手術システムに関する技術が開示
されている。
【特許文献１】特表２００２－５００５２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の医療システムでは、検査・処置を行うためには、洗滌等の滅菌処
理を行わない医療機器を被せるための収容カバー、内視鏡などのディスポーザブル医療機
器を収容して滅菌状態を確保するための収容カバーやパッケージ、及び使用後のディスポ
ーザブル医療機器を廃棄する際に使用する廃棄袋がそれぞれ必要であり、検査・処置を行
うためのコストが高価になってしまう。また、それぞれの収容カバーが必要となるため、
検査・処置を開始するための準備、及び片付けに手間がかかってしまったり、医療廃棄物
が多くなってしまったりする等の問題点があった。
【０００９】
　また、前記特許文献１に記載の従来の外科手術システムでは、検査・処置時には、取り
付けられたアダプタの無菌ドレープによって医療機器であるマニピュレータアッセンブリ
の少なくともマニピュレーターアームを覆うように構成されているが、この無菌ドレープ
を備えたアダプタを用いてマニピュレーターアームと外科手術機器とを連結させるように
取り付けなければならず、面倒であるといった問題点があった。
【００１０】
　また、アダプタに設けられている無菌ドレープは、あくまで、検査・処置時に医療機器
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であるマニピュレータアッセンブリの少なくともマニピュレーターアームを覆うようにし
て使用するものであって、ディスポーザブルである外科手術機器を廃棄する場合には適応
できず、また、使用以前にディスポーザブルである外科手術機器の滅菌状態を確保する構
成等についても、なんら示唆も開示もなされてない。
【００１１】
　さらに、アダプタは、検査・処置時において、無菌ドレープの基端部が固定されてない
ために、例えばアダプタに対し無菌ドレープの基端部を移動可能に構成した場合でも、無
菌ドレープのカバーにより体液等が付着せずに汚れない部分と、体液等の付着により汚れ
てしまう部分が生じてしまう。このため、患者領域に配置される外科手術機器側と、術者
領域に配置されるマニピュレータアッセンブリ及びマニピュレーターアームの一部とを遮
断するように区切ることができず、衛生面上好ましい構成とはいえない。
【００１２】
　ここで、無菌ドレープをアダプタに固定した構成を考えると、このアダプタの取付等の
準備が煩雑になってしまったり、また、新たにディスポーザブルの外科手術機器廃棄用の
廃棄袋が必要であり、ディスポーザブルの外科手術機器の滅菌状態を確保するための収容
カバーも必要となってしまう。
【００１３】
　そこで、本発明は前記問題点に鑑みてなされたもので、簡単な構成且つ低コストで、医
療機器を収容して滅菌状態を確保している収容カバーを、洗滌等の滅菌処理を行わない医
療機器を被せるための収容カバーと、使用後の医療機器を廃棄する際に使用する廃棄袋と
に流用することができる収容カバー付き医療機器及びそれを用いた医療システムを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の収容カバー付き医療機器は、医療機器本体と、前記医療機器本体の少なくとも
一部を被覆するとともに、表裏面を有する被覆体であって、前記医療機器本体の少なくと
も一部を閉塞状態にするように設けられた閉塞部を有する収容カバーと、を具備し、前記
収容カバーは、前記閉塞部を介して折り返し可能に構成したことを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る医療システムは、医療機器本体と、前記医療機器本体の少なくとも
一部を被覆するとともに、表裏面を有する被覆体であって、前記医療機器本体の少なくと
も一部を閉塞状態にするように設けられた閉塞部を有する収容カバーと、を具備し、前記
収容カバーが前記閉塞部を介して折り返し可能に構成された収容カバー付き医療機器と、
前記収容カバー付き医療機器の前記医療機器本体に着脱可能に設けられた第２の医療機器
本体を有する医療機器と、を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の収容カバー付き医療機器及びそれを用いた医療システムによれば、簡単な構成
で且つ低コストで、ディスポーザブル医療機器に固定されてこのディスポーザブル医療機
器を収容して滅菌状態を確保している収容カバーを、洗滌等の滅菌処理を行わない医療機
器を被せるための収容カバーと、使用後のディスポーザブル医療機器を廃棄する際に使用
する廃棄袋とに流用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。　
（実施例１）　
　図１から図８は本発明の実施例１に係り、図１は実施例１に係る収容カバー付き医療機
器を有する医療システム全体の構成を示す構成図、図２は図１の医療システムの電気的な
構成を示すブロック図、図３は収容カバー付き内視鏡とこれに接続する接続機器との概略
構成を説明するための構成図、図４は収容カバー付き内視鏡と接続機器とを接続して収容
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カバーを裏返しにして使用する状態を示す説明図、図５は図３に示す収容カバーと機器収
納部との接続構成を説明するための一部破断した断面図、図６は収容カバー付き内視鏡の
機器収納部に設けられた第１接続部の構成を説明するための背面図、図７は接続機器の接
続機器本体に設けられた第２接続部の構成を説明するための正面図、図８は収容カバーの
先端部に設けられた開封可能な第２の閉塞部の構成を説明するための一部破断した断面図
である。
【００１８】
　尚、本発明の係る実施例において、医療システムにおける、検査・処置毎に繰り返し使
用されて洗滌等の滅菌処理を行わない医療機器としては、例えばディスポーザブル内視鏡
以外のビデオプロセッサ、ディスポーザブル内視鏡を装着する接続機器及びアーム、また
はその他の内視鏡下外科手術システムに設けられた機器等である。　
　また、収容カバーによって予め滅菌状態が確保されている医療機器としては、例えば前
記したようにディスポーザブル内視鏡等である。さらに、前記したように、清潔領域を患
者領域として、非清潔領域を術者領域として説明する。
【００１９】
　図１に示す実施例１の医療システムは、収容カバー付き医療機器２である、例えばディ
スポーザブルタイプの収容カバー付き内視鏡２を有する内視鏡下外科手術システム（以下
、手術システムと称す）１として構成されている。
【００２０】
　この手術システム１は、収容カバー付き内視鏡２を有する内視鏡システム３と、ビデオ
プロセッサ４と、コントローラ５と、ポンプ６と、表示装置であるモニタ７と、カート８
と、を有して主に構成されている。　
　尚、前記手術システム１が配置された手術室には、患者１１が横たわる手術台１２が設
けられている。
【００２１】
　内視鏡システム３は、例えば大腸等の管腔内に挿入される軟性で細長な挿入部２Ｂを有
するディスポーザブルタイプの収容カバー付き内視鏡２と、この収容カバー付き内視鏡２
が接続される医療機器である接続機器２２と、この接続機器２２が固定されるアーム９と
、ビデオプロセッサ４と、送気・送水・吸引するための手段を構成するポンプ６と、を有
している。尚、前記接続機器２２は、第２の医療機器本体を有する医療機器を構成してい
る。
【００２２】
　収容カバー付き内視鏡２及び接続機器２２の詳細な構成については後述するが、この収
容カバー付き内視鏡２は、挿入部２Ｂと、この挿入部２Ｂが収容される機器収納部２Ａと
、この機器収納部２Ａに設けられた無菌ドレープである収容カバー２０とを有し、前記機
器収納部２Ａが前記接続機器２２に着脱可能に構成されている。前記挿入部２Ｂの先端部
には、図示はしないが撮像素子が設けられている。
【００２３】
　ビデオプロセッサ４には、前記挿入部２Ｂの前記撮像素子に接続され、接続機器２２を
介して延出される接続チューブ１４内の信号ケーブル２４ｄが電気的に接続されている。
そして、ビデオプロセッサ４は、挿入部２Ｂの図示しない撮像素子の駆動制御や、この撮
像素子に結像して光電変換された電気信号を映像信号に変換する。
【００２４】
　前記ビデオプロセッサ４で変換された映像信号は、例えばモニタ７に出力される。この
ことによって、モニタ７の画面上に収容カバー付き内視鏡２でとらえた被写体の内視鏡画
像が表示されるようになっている。
【００２５】
　コントローラ５は、前記収容カバー付き内視鏡２を用いて検査・処置を行う際に、挿入
部２Ｂに設けられた図示しない湾曲部、又は内視鏡システム３が回転自走式内視鏡である
場合には挿入部２Ｂの進退動作等を術者１０によって操作指示するための手段である。
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【００２６】
　このコントローラ５は、接続コード１５によって前記ビデオプロセッサ４に電気的に接
続されており、コントローラ５による操作指示信号がビデオプロセッサ４に供給するよう
になっている。
【００２７】
　尚、コントローラ５には、図示しないが送気・送水ボタンや吸引ボタン、図示しない湾
曲部を湾曲動作させる湾曲操作ノブ、又は内視鏡システム３が回転自走式内視鏡である場
合には挿入部２Ｂの進退動作等を操作指示するための進退動作指示ボタン等が設けられて
いる。
【００２８】
　また、内視鏡システム３において、図示はしないが収容カバー付き内視鏡２に照明光を
供給する照明手段である照明ランプ等を備えた光源装置が設けられ、この照明ランプから
出射された照明光が図示しないライトガイドファイバを伝送されて挿入部２Ｂの図示しな
い先端部に設けられている照明窓から出射されるようになっている。
【００２９】
　ビデオプロセッサ４には、挿入部２Ｂ、接続機器２２に挿通された接続チューブ１４が
が延出している。この接続チューブ１４は、例えば図３に示すように、送気用チューブ２
４ａ、送水用チューブ２４ｂ、吸引用チューブ２４ｃ及び信号ケーブル２４ｄを有してい
る。
【００３０】
　これら４本のチューブ２４ａ～ｃ及び信号ケーブル２４ｄの延出端は、夫々、着脱自在
なコネクタ（図示せず）を介して、ビデオプロセッサ４の前面部の所定の位置に接続され
ている。尚、接続チューブ１４において、収容カバー付き内視鏡２と接続機器２２との間
における接続構造については、後述する。
【００３１】
　また、ビデオプロセッサ４には、送水タンク１３が設けられている。この送水タンク１
３内には、滅菌水が貯留されている。滅菌水は、コントローラ５の図示しない送気／送水
ボタンが所定の操作がなされると、ビデオプロセッサ４のポンプ６による制御によって、
送水用チューブ２４ｂに送液され、収容カバー付き内視鏡２の先端部から噴出する。
【００３２】
　尚、送気用チューブ２４ａには、コントローラ５の図示しない送気／送水ボタンが所定
の操作がなされると、ポンプ６からの空気が送気され、この空気は収容カバー付き内視鏡
２の先端部から噴出する。また、図示しない吸引ボタンが操作されると、収容カバー付き
内視鏡２の先端部から汚物などが吸引され、この汚物などは、吸引用チューブ２４ｃを介
して、ビデオプロセッサ４から図示しない吸引器に送り込まれる。ここで、ポンプ６は、
送気／送水、あるいは吸引を行うための手段を構成している。
【００３３】
　アーム９は、基端部がカート８に固定されている。また、アーム９の逆側の基端部は、
収容カバー付き内視鏡２が接続される接続機器２２に固定されている。このようなアーム
９は、固定された接続機器２２及びこれに接続される収容カバー付き内視鏡２を上下左右
自在に移動させることが可能であり、その移動操作は術者の手動操作によって行われるよ
うになっている。
【００３４】
　次に、実施例１の収容カバー付き内視鏡２の具体的な構成について、図２から図８を参
照しながら説明する。　
　図３に示すように、収容カバー付き内視鏡２は、上記したように、挿入部２Ｂと、この
挿入部２Ｂが収容される医療機器本体を構成する機器収納部２Ａと、この機器収納部２Ａ
に設けられた無菌ドレープである収容カバー２０とを有し、前記機器収納部２Ａが前記接
続機器２２に着脱可能に構成されている。
【００３５】
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　尚、収容カバー付き内視鏡２は、ディスポーザブルタイプの内視鏡として説明するが、
これに限定されるものではなく、ディスポーザブルタイプの内視鏡でなくても良い。
【００３６】
　収容カバー２０は、医療機器本体を構成する機器収納部２Ａの少なくとも一部を被覆す
るとともに、表裏面２０Ａ、２０Ｂを有する例えば袋状の被覆体であって、機器収納部２
Ａの少なくとも一部を閉塞状態にするように設けられた閉塞部２０ｂを有して構成されて
いる。また、収容カバー２０は、閉塞部２０ｂを介して折り返し可能に構成されている。
【００３７】
　また、収容カバー２０は、使用する以前には機器収納部２Ａの少なくとも一部と挿入部
２Ｂを被覆し前記閉塞部２０ｂによって閉塞状態にすることにより、滅菌状態を確保して
いる。　
　尚、収容カバー２０の材質は、例えばポリエチレン等のガンマ線滅菌処理に耐性のある
材質が用いられており、また、弾性体、又は樹脂等を用いて透明度が得られるように構成
することが望ましい。
【００３８】
　前記閉塞部２０ｂは、例えば図５に示すように、収容カバー２０の後端側の開口部が接
着剤２７によって機器収納部２Ａの外周面上に密着固定されて、収容カバー２０内の滅菌
状態を確保するように収容カバー２０の後端側の開口部を閉塞している。
【００３９】
　また、収容カバー２０の先端部には、開閉可能に設けられた開口部を構成する第２の閉
塞部２０ａが設けられている。この第２の閉塞部２０ａは、例えば図８に示すように、収
容カバー２０の先端側の開口部が接着剤２７によって封止されるように密着されて構成さ
れている。尚、収容カバー２０は、前記第２の閉塞部２０ａを設け無くても良く、袋状の
被覆体の状態のままであっても良い。
【００４０】
　そして、収容カバー付き内視鏡２の使用時には、前記第２の閉塞部２０ａを開封するこ
とにより開口部を開口させた後、収容カバー２０は、その開口部から裏面２Ｂが表面とな
るように前記閉塞部２０ｂを介して折り返すことができるようになっている。
【００４１】
　すなわち、閉塞部２０ｂを介して折り返した収容カバー２０は、図２に示すように、機
器収納部２Ａが接続される接続機器２２の把持部２２Ｂの所定位置まで覆い、そして、こ
の収容カバー２０の開口部が固定手段２６によって前記把持部２２Ｂの外周に固定される
ようになっている。
【００４２】
　尚、前記固定手段２６としては、例えば粘着テープ、又はマジックテープ等の固定部材
を用いても良く、収容カバー２０の開口部を接続機器２２の把持部２２Ｂに簡単に固定で
きるものであればいずれの部材を用いても良い。　
　但し、固定手段２６は、手術終了後に、容易に取り外せ、さらに、ディスポーザブルで
ある収容カバー付き内視鏡２を廃棄する場合に、閉塞部２０ｂを介して再度折り返して挿
入部２Ｂの先端部を含む機器収納部２Ａの一部を被った後に、再度開口部を容易に塞ぐこ
とができるような固定部材であることが望ましい。
【００４３】
　医療機器本体を構成する機器収納部２Ａは、図３に示すように、患者に接触可能な患者
領域Ｋ１と、この患者領域Ｋ１以外に配置され術者が接触可能な術者領域Ｌ１とを有し、
前記収容カバー２０の前記閉塞部２０ｂは、機器収納部２Ａの前記患者領域Ｋ１と前記術
者領域Ｌ１との境界部分に配置されている。
【００４４】
　また、収容カバー２０の前記閉塞部２０ｂは、少なくとも後述する接続部を構成する第
１接続部２１を境にして機器収納部２Ａの少なくとも一部を閉塞状態にするように設けら
れている。
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【００４５】
　つまり、収容カバー２０は、使用する以前には、患者領域Ｋ１に配置される機器収納部
２Ａの一部及びこの機器収納部２Ａから延出される挿入部２Ｂを収容して、閉塞部２０ｂ
及び第２の閉塞部２０ａによって閉塞されることで、滅菌状態を確保している。　
　また、この場合、閉塞部２０ｂを介して露出する機器収納部２Ａの部分は、術者領域Ｌ
１に配される把持部２Ａ１として構成され、露出されるようになっている。
【００４６】
　次に、機器収納部２Ａ及び接続機器２２の構成について、図３から図７を参照しながら
説明する。　
　図３に示すように、機器収納部２Ａ内には、前記したように細長の挿入部２Ｂが、機器
収納部２Ａの先端部から進退可能に例えば円弧状に収容されている。また、機器収納部２
Ａの基端部には、前記接続機器２２に接続するための第１接続部２１が設けられている。
【００４７】
　この第１接続部２１は、図３及び図６に示すように、機器収納部２Ａの基端部の後方側
に突出するように設けられた、送気用接続コネクタ２１ａ、送水用接続コネクタ２１ｂ、
吸引用接続コネクタ２１ｃ、及び信号ケーブル接続用コネクタ２１ｄを有している。
【００４８】
　また、これらの送気用接続コネクタ２１ａ、送水用接続コネクタ２１ｂ、吸引用接続コ
ネクタ２１ｃ、及び信号ケーブル接続用コネクタ２１ｄには、前記機器収納部２Ａ内にお
いて、挿入部２Ｂの基端部からそれぞれ延出される送気用チューブ２２ａ、送水用チュー
ブ２２ｂ、吸引用チューブ２２ｃ及び信号ケーブル２２ｄが接続されるようになっている
。
【００４９】
　尚、請求範囲の記載した接続部は、前記第１接続部２１の他に、前記閉塞部２０ｂを境
にして露出される術者領域Ｌ１である機器収納部２Ａの把持部２Ａ１全体を含んでいる。
【００５０】
　一方、前記収納カバー付き内視鏡２が接続される接続機器２２は、図３に示すように、
第２の医療機器本体を構成する接続機器本体２２Ａと、この接続機器本体２２Ａの後端側
から延設されて基端部が前記アーム９に固定される把持部２２Ｂと、前記機器収納部２Ａ
の把持部２Ａ１を嵌合して接続するための嵌合孔２２Ｃと、この嵌合孔２２Ｃ内部の所定
位置に設けられ、前記機器収納部２Ａの第１接続部２１と接続するための第２接続部２３
とを有して構成されている。
【００５１】
　第２接続部２３は、図３及び図７に示すように、接続機器本体２２Ａの嵌合孔２２Ｃの
突き当て面の前方側に突出するように設けられた、送気用接続コネクタ２３ａ、送水用接
続コネクタ２３ｂ、吸引用接続コネクタ２３ｃ、及び信号ケーブル接続用コネクタ２３ｄ
を有している。
【００５２】
　また、これらの送気用接続コネクタ２３ａ、送水用接続コネクタ２３ｂ、吸引用接続コ
ネクタ２３ｃ、及び信号ケーブル接続用コネクタ２３ｄには、前記接続機器本体２２Ａ内
において、前記把持部２２Ｂ内を挿通された接続チューブ１４からそれぞれ延出される送
気用チューブ２４ａ、送水用チューブ２４ｂ、吸引用チューブ２４ｃ及び信号ケーブル２
２ｄが接続されるようになっている。
【００５３】
　次に、内視鏡システム３の準備作業及び廃棄作業について、図２から図４を参照にしな
がら説明する。　
　このような構成の内視鏡システム３では、使用時に、術者は、機器収納部２Ａの把持部
２Ａ１を、図３に示す矢印Ａ方向から接続機器本体２２Ａの嵌合孔２２Ｃに嵌合し、把持
部２Ａ１の第１接続部２１が接続機器本体２２Ａの第２接続部２３とが完全に接続される
まで押し込むことにより、収容カバー付き内視鏡２と接続機器２２とが接続される。
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【００５４】
　このことにより、収容カバー付き内視鏡２内の送気用、送水用、吸引用の各管路及び信
号ケーブルと、ビデオプロセッサから接続機器までの送気用、送水用、吸引用の各管路と
信号ケーブルとをそれぞれ接続することが可能となる。
【００５５】
　その後、術者は、図１及び図４に示すように、滅菌状態が確保されている収容カバー２
０の第２の閉塞部２０ａを開封することにより開口部を開口させ、その後、その開口部か
ら裏面２０Ｂが表面となるように前記閉塞部２０ｂを介して折り返す。
【００５６】
　そして、術者は、閉塞部２０ｂを介して折り返した収容カバー２０の基端部を、図２に
示すように、機器収納部２Ａが接続された接続機器２２の把持部２２Ｂの所定位置まで覆
い、そして、この収容カバー２０の開口部を塞ぐように固定手段２６によって前記把持部
２２Ｂの外周に固定する。
【００５７】
　尚、図２中に示す領域Ｌ０は、収容カバー２０によってカバーされることで患者の体液
等による付着が防止されるカバー領域であり、また、図２中に示す領域Ｌは、術者が接触
可能な術者領域を示している。　
　こうして、内視鏡システム３の準備作業を完了する。　
　そして、手術終了後には、術者は、接続機器本体２２Ａの把持部２２Ｂに固定されてい
る固定手段２６を外し、折り返された裏面２Ｂが患者の体液等で非清潔領域となった収容
カバー２０を、再び、閉塞部２０ｂを介して折り返し、開口部を、固定手段２６等で塞ぐ
ように固定する。
【００５８】
　この場合、固定手段２６により収容カバー２０の開口部を塞ぐように固定しなくても、
術者の両手で塞ぐようにしても良い。
【００５９】
　そして、収容カバー付き内視鏡２がディスポーザブルタイプの内視鏡であるため、収容
カバー２０と共に、廃棄する。この場合、患者の体液等で非清潔領域になった挿入部２Ｂ
及び機器収納部２Ａの一部は完全に収容カバー２０のよって収容されているので、廃棄す
る際の移動中においても、患者の体液等で手術室を汚すことがなく、また、容易に収容カ
バー付き内視鏡２を廃棄することができる。
【００６０】
　したがって、実施例１によれば、簡単な構成で且つ低コストで、医療機器である収容カ
バー付き内視鏡２の滅菌状態が確保されている収容カバー２０を、他の医療機器である接
続機器２２をカバーする収容カバーと、使用後のディスポーザブルのタイプの収容カバー
付き内視鏡２を廃棄する際に使用する廃棄袋とに流用することができる。
【００６１】
　また、収容カバー付き内視鏡２の収容カバー２０の第２閉塞部２０ａを開封し、閉塞部
２０ｂを介して折り返すだけで、機器収納部２Ａの把持部２Ａ１及び接続機器２２をカバ
ーすることができるので、術者領域に配された機器収納部２Ａの把持部２Ａ１及び接続機
器２２に対する患者の体液等の付着を防止することができるとともに、準備作業を簡単に
行うことができる。
【００６２】
　また、手術完了後の廃棄作業についても、固定手段２６を外し、再度閉塞部２０ｂを介
して折り返すだけで、非清潔領域となった挿入部２Ｂ及び機器収納部２Ａの一部をカバー
することができるので、廃棄作業を簡単に行うこともできる。
【００６３】
　尚、実施例１において、収容カバー付き内視鏡２に設けられた閉塞部２０ｂの構成につ
いては、後述する変形例１～３のいずれか１つに記載の技術を適用して構成しても良い。
このような閉塞部２０ｂの変形例１～３を後述する。
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【００６４】
（変形例１）
　図９は実施例１の閉塞部の変形例１を示す構成を説明するための一部破断した断面図で
ある。図９に示すように、実施例１の閉塞部２０ｂは、例えば接着剤２７を用いて密着固
定した収容カバー２０の表面２Ａの基端部分に糸縛り部２８を設けて、さらに閉塞状態を
高め、且つ固定状態を強固となるように構成しても良い。
【００６５】
（変形例２）
　図１０は実施例１の閉塞部の変形例２を示す構成を説明するための一部破断した断面図
である。図１０に示すように、実施例１の閉塞部２０ｂは、例えば固定部材３０を用いて
収容カバー２０の開口部を機器収納部の外周状に固定するように構成しても良い。
【００６６】
　この場合、機器収納部２Ａの患者領域と術者領域との境界部分の外周上に、図１０に示
すような突起部２９を設ける。一方、固定部材３０は、この突起部２９を嵌合する嵌合溝
を設けて構成する。
【００６７】
　そして、収容カバー２０の開口部の一部を、機器収納部２Ａの突起部２９に被せ、さら
にその状態で前記固定部材３０の嵌合溝を前記突起部２９に嵌合させる。尚、この固定部
材３０の材質としては、弾性特性のある材質を用いて構成することが望ましい。すなわち
、弾性特性によって、固定部材３０による突起部２９への固定状態を強固にさせるためで
ある。　
　尚、突起部２９及び嵌合溝の形状を、例えばさらに凸凹形状部を設けるように適宜変形
させて構成すれば、収容カバー２０の機器収納部２Ａへの固定状態を強固にすると同時に
、閉塞部２０ｂによる閉塞状態をより高めるのに有効である。
【００６８】
　このような変形例２によれば、接着剤２７を用いずに、収容カバー２０の閉塞部２０ｂ
を構成できる。
【００６９】
（変形例３）
　図１１は実施例１の閉塞部の変形例２を示す構成を説明するための一部破断した断面図
である。図１１に示すように、実施例１の閉塞部２０ｂは、図１０に示す変形例２を改良
したものである。
【００７０】
　すなわち、図１１に示すように、変形例２と同様に、例えば固定部材３１を用いて収容
カバー２０の開口部を機器収納部の外周状に固定するように構成しても良い。
【００７１】
　この場合、機器収納部２Ａの患者領域と術者領域との境界部分の外周上に、図１１に示
すような凹部３２を設ける。一方、固定部材３１は、この凹部３２に嵌合する突起部３１
Ｂを設けるとともに、収容カバー２０の折り返し時に折り返しやすくするための本体部３
１Ａを設けて構成する。
【００７２】
　そして、収容カバー２０の開口部の一部を、機器収納部２Ａの凹部３２上に被せ、さら
にその状態で前記固定部材３１の突起部３１Ｂを前記凹部３２に嵌合させる。　
　尚、この固定部材３０の材質としては、変形例２と同様に弾性特性のある材質を用いて
構成することが望ましい。また、固定部材３１の突起部Ｂ及び凹部３２の形状を、例えば
断面形状がテーパー形状となるように構成すれば、収容カバー２０の機器収納部２Ａへの
固定状態を強固にすると同時に、閉塞部２０ｂによる閉塞状態をより高めるのに有効であ
る。
【００７３】
　この変形例３によれば、変形例２と同様に接着剤２７を用いずに、収容カバー２０の閉
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塞部２０ｂを構成できる。
【００７４】
　尚、前記実施例１及び変形例１～３においては、収容カバー２０の第２の閉塞部２０ａ
を、例えば図１２に示すように、前記変形例３と略同様の固定部材３３、３４を用いて、
収容カバー２０の先端側の開口部を開閉可能に固定するように構成しても良い。
【００７５】
　すなわち、第２の閉塞部２０ａは、変形例３と略同様に構成された固定部材３３と、こ
の固定部材３３の突起部３３Ｂを嵌合する凹部３４Ａを設けた固定部材３４とを設けて構
成している。
【００７６】
　そして、収容カバー２０の先端部側の開口部の一部を、固定部材３４の凹部３４Ａ上に
被せ、さらにその状態で前記固定部材３３の突起部３３Ｂを前記凹部３４Ａに嵌合させる
。　これにより、収容カバー２０の開口部を開閉可能な閉塞することができ、また、収容
カバー２０の使用時には、固定部材３３を固定部材３４から取り外すのみで、収容カバー
２０の第２の閉塞部２０ａを容易に開封することが可能となる。
【００７７】
（実施例２）　
　図１３及び図１４は本発明の実施例２に係り、図１３は実施例２に係る収容カバー付き
医療機器を収容した滅菌パックの断面図、図１４は図１３に収容カバー付き医療機器の使
用時における収容カバーの装着状態を説明するための説明図である。尚、図１３及び図１
４は、実施例１の収容カバー付き入り用機器と同一の構成要素については同一の符号を付
して説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００７８】
　図１３に示すように、実施例２の収容カバー付き医療機器４０は、例えばディスポーザ
ブルタイプの収容カバー付きシリンジとして構成されている。この収容カバー付きシリン
ジ４０は、実施例１の収容カバー付き内視鏡２と同様に、収容カバー２０を有し、この収
容カバー２０の基端側開口部が閉塞部２０ｂによって固定されている。
【００７９】
　また、前記閉塞部２０ｂは、実施例１と同様に、シリンジ本体４０Ａの患者領域と術者
領域との境界部分に配置されるようになっている。
【００８０】
　尚、実施例２の収容カバー付きシリンジ４０では、収容カバー２０の先端側の第２の閉
塞部は設けてはおらず、よって、収容カバー２０の先端側の開口部が開口した状態で、滅
菌パック４１に収容されている。
【００８１】
　滅菌パック４１は、前記収容カバー付きシリンジ４０を収容し、そして、滅菌処理が施
された状態で、例えば外周縁部に設けられた閉塞部４１ａによって閉塞されている。
【００８２】
　この場合、閉塞部４１ａは、接着剤２７を用いず用いて滅菌パック４１の上部の開口を
塞ぐように固定しても良く、あるいは、透明な部材を滅菌パック４１の上部の開口部に被
せ、ヒートシールすることによって閉塞すように構成しても良い。　
　このような構成の収容カバー付きシリンジ４０を使用する場合、術者は、図１３に示す
ように、滅菌状態が確保されている滅菌パック４１の閉塞部４１ａを開封することにより
滅菌パック４１の開口部を開口させ、収容カバー付きシリンジ４０を取り出す。
【００８３】
　そして、術者は収容カバー付きシリンジ４０のシリンジ本体４０Ａを把持し、他の手で
、収容カバー２０の開口部から裏面２０Ｂが表面となるように前記閉塞部２０ｂを介して
折り返す。
【００８４】
　この場合、術者は、閉塞部２０ｂを介して折り返した収容カバー２０の基端部が、術者
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の腕部５０の所定位置まで覆うように折り返して用意する。
【００８５】
　こうして、収容カバー付きシリンジ４０の準備作業を完了する。　
　そして、手術終了後には、術者は、折り返された裏面２Ｂが患者の体液等で非清潔領域
となった収容カバー２０を、再び、閉塞部２０ｂを介して折り返し、開口部を、腕部５０
等で塞ぐようにして持ち運びながら、この収容カバー付きシリンジ４０を収容カバー２０
と共に、廃棄する。
【００８６】
　したがって、実施例２によれば、実施例１と略同様の効果が得られる他に、収容カバー
付き医療機器を、収容カバー付きシリンジ４０として構成した場合でも、収容カバー２０
の閉塞部２０ｂを介して折り返すだけで、術者の椀部５０をカバーすることができるので
、患者の体液等の付着を防止することができるとともに、準備作業を簡単に行うことがで
きる。
【００８７】
　尚、本発明に係る実施例１、実施例２及び変形例１～３において、前記収容カバー付き
医療機器２、４０の収容カバー２０は、閉塞部２０ｂによって医療機器に対して固定され
ていたが、これに限定されるものではなく、例えば収容カバー２０の閉塞部２０ｂが医療
機器に対してスライド可能となるように構成しても良い。但し、閉塞部２０ｂが移動可能
に構成されたとしても、常に患者領域と術者領域との境界部分を構成するとともに、閉塞
状態を十分に確保することが必要である。
【００８８】
　以上の実施例に記載した発明は、その実施例、及び変形例に限ることなく、その他、実
施段階ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さら
に、前記実施例には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件にお
ける適宜な組合せにより種々の発明が抽出され得る。
【００８９】
　例えば、実施例に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解
決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明の実施例１に係る収容カバー付き医療機器を有する医療システム全体の構
成を示す構成図。
【図２】図１の医療システムの電気的な構成を示すブロック図。
【図３】収容カバー付き内視鏡とこれに接続する接続機器との概略構成を説明するための
構成図。
【図４】収容カバー付き内視鏡と接続機器とを接続して収容カバーを裏返しにして使用す
る状態を示す説明図。
【図５】図３に示す収容カバーと機器収納部との接続構成を説明するための一部破断した
断面図。
【図６】収容カバー付き内視鏡の機器収納部に設けられた第１接続部の構成を説明するた
めの背面図。
【図７】接続機器の接続機器本体に設けられた第２接続部の構成を説明するための正面図
。
【図８】収容カバーの先端部に設けられた開封可能な第２閉塞部の構成を説明するための
一部破断した断面図。
【図９】実施例１の閉塞部の変形例１を示す構成を説明するための一部破断した断面図。
【図１０】実施例１の閉塞部の変形例２を示す構成を説明するための一部破断した断面図
。
【図１１】実施例１の閉塞部の変形例３を示す構成を説明するための一部破断した断面図
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。
【図１２】実施例１の第２の閉塞部の変形例を示す構成を説明するための一部破断した断
面図。
【図１３】本発明の実施例２に係る収容カバー付き医療機器を収容した滅菌パックの断面
図。
【図１４】図１３の収容カバー付き医療機器の使用時における収容カバーの装着状態を説
明するための説明図。
【符号の説明】
【００９１】
１…手術システム、
２…収容カバー付き内視鏡、
２Ａ…機器収納部、
２Ｂ…挿入部、
２Ａ１…把持部、
２Ａ…表面、
２Ｂ…裏面、
３…内視鏡システム、
４…ビデオプロセッサ、
５…コントローラ、
６…ポンプ、
７…モニタ、
８…カート、
９…アーム、
１３…送水タンク、
１４…接続チューブ、
１５…接続コード、
２０ａ…第２の閉塞部、
２０ｂ…閉塞部、
２０…収容カバー、
２１…第１接続部、
２１ａ…送気用接続コネクタ、
２１ｂ…送水用接続コネクタ、
２１ｃ…吸引用接続コネクタ、
２１ｄ…信号ケーブル接続用コネクタ、
２２…接続機器、
２２Ａ…接続機器本体、
２２Ｂ…把持部、
２２Ｃ…嵌合孔、
２２ａ…送気用チューブ、
２２ｂ…送水用チューブ、
２２ｃ…吸引用チューブ、
２２ｄ…信号ケーブル、
２３…第２接続部、
２３ａ…送気用接続コネクタ、
２３ｂ…送水用接続コネクタ、
２３ｃ…吸引用接続コネクタ、
２３ｄ…信号ケーブル接続用コネクタ、
２４ａ…送気用チューブ、
２４ｂ…送水用チューブ、
２４ｃ…吸引用チューブ、
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２４ｄ…信号ケーブル、
２６…固定手段、
２７…接着剤、
４０…収容カバー付きシリンジ、
４０Ａ…シリンジ本体、
４１ａ…閉塞部、
４１…滅菌パック、
５０…椀部、
Ｋ１…患者領域、
Ｌ１…術者領域。

【図１】 【図２】
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